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基本目標 地域で育むひとづくり

基本施策 次代の担い手を育む教育環境

町内の小中学校はすべて小規模学校であり、きめ細やかな教育指導が行われています。しかし、集団の中で学
び合いを通じて、判断力や社会性などを身に付け、自分を信じる力をつけていくためには、一定規模の児童生徒
の集団を確保することが必要であり、それを踏まえた適正な学校規模を図っていく必要があります。

学校、家庭、地域が連携して「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」からなる「生きる力」、「自己肯定力」を
育むことができる学校環境を整え、本町の次代を担う人材の育成を目指します。

・実現したい教育の姿・環境を見据え、「南知多町立小中学校適正規模・適正配置基本計画」に沿って、学校の
適正配置、規模の適正化を進めていきます。
・老朽化状況の把握、各学校施設の改築、長寿命化を行っていくための、長寿命化計画を策定します。
・外国語や、プログラミング教育など、次代に必要となる教育カリキュラムの作成、実施を進めます。
・学校のＩＣＴ環境の整備とＩＣＴを活用した学習活動の充実を進めます。
・児童生徒が地域に愛着を持つために、農・漁業体験をはじめとした自然の中での学習、伝統行事等への参加、
地元の食材を使った給食等、郷土学習の拡充に取り組みます。
・児童生徒が本町の未来を考える機会の創出を推進します。

事業名 部署名 事業概要
R2決算
（千円）

R3予算
（千円）

推進
方針※

実施
計画

事業
評価書

教育委員会一般
管理費

学校教育課
定例教育委員会、町総合教育会議の開催や学校訪問等、教
育委員会の運営に係る事務事業を実施します 1,758 1,527 Ｂ 2-15

4-16-
1

事務局一般管理
費

学校教育課 教育委員会事務局運営に係る事務事業を実施します 36,201 37,510 Ｂ 2-16
4-16-
2

教育振興一般管
理費（事務局）

学校教育課
学校教育の充実を図るため、教育振興に係る事業を実施しま
す 71,675 48,833 Ｂ 2-17

4-16-
3

小学校一般管理
費

学校教育課 小学校施設の適切な維持管理に努めます 68,532 63,441 Ｂ 2-18
4-16-
5

教育環境整備事
業費（小学校）

学校教育課
安全で安心して生活できる小学校教育環境の整備を実施しま
す 40,101 2,646 Ｂ 2-19

4-16-
6

中学校一般管理
費

学校教育課 中学校施設の適切な維持管理に努めます 41,691 36,743 Ｂ 2-22
4-16-
8

教育環境整備事
業費（中学校）

学校教育課
安全で安心して生活できる中学校教育環境の整備を実施しま
す 37,099 2,205 Ｂ 2-23

4-16-
9

学校給食運営費
学校給食セ
ンター

学校給食を安全に安定的に提供します 46,405 57,597 Ｂ 2-36
4-18-
1

※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）

賄材料費
学校給食セ
ンター

学校給食に伴う賄材料、非常食及び体験喫食用非常食を購入
します 61,577 64,413 Ｂ 2-37

4-18-
2

学校給食施設整
備事業費

学校給食セ
ンター

安心・安全な学校給食を提供するため、学校給食施設の整備
を実施します 346,834 543,596 Ｄ 2-38

4-18-
3
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

9574  
Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

評価 評価に係るコメント

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

５．地域との協働に関する取組み状況
○登下校の見守り、学習支援、行事・部活動支援などの学校支援ボランティア。
○地元産業の体験等、子どもに体験学習の機会を提供すること。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋
①世界や価値観や常識、教育やコミュニケーションのあり方まで大きく変化し変遷している過渡期において、予め「こうである」と決めて、数年後に実行…な
んて、子どもたちにとっても適応力や創造性を高める機会を奪うことになりかねない。行政のあり方そのものも変えて、都度反映するような教育のカタチを
検討してみてはどうか。例としては、各地区の小学校跡地などを復活(リノベーション)させ、「サテライト」として利用。ウェブ上で交流し、学び、高め合い、地
区ごとのサテライトで地域の繋がりや地域の交流を産むなど。他に、地区ごとに保育所から中学、高齢者施設まで一体化した「サテライト」を整備。教師だ
けに頼らない、縦横の繋がりを生かして助け合う。地区を越えた繋がりはウェブネットワークで。ウェブでもかおを合わせながらの交流はもはやスタンダー
ド。
②学校給食にオーガニック野菜を取り入れる動きが契約まで漕ぎついたことを先日聞きました。とても良い取組みに実現する日が待ち遠しいです。
③学校は１ヶ所にまとめるではなく、各地区の学校を小規模整備。自然に減少しているのだから力は入れ過ぎないようにする。
④社会性は家庭での教育、環境の影響が大きいと思う。使う教科書とか、教員の質などを重点的に力を入れてほしい。地元が廃れれば伝える文化も無く
なる。中学区単位で残すべきだ。
⑤町の教育振興は重要だが、過度な期待と関与で各学校の先生方の負担を増やすようなことがあってはいけない。また、中学校の職業体験を受け入れ
たことが何度かあるが、「先生に言われたから…」「内申のために…」という感じで地域の労働そのものにはほぼ関心がないという感じだった。地元が田舎
であると卑下する子供ほど都会に出ていきたがり、また地元への無関心に繋がっている。田舎だからこその可能性を示し、子供たちの盲目的なマイナス思
考を取り除くことが肝要。
⑥人数が少ない分、生徒、親、先生との距離感が近く、その点では満足しています。しかし、少人数のデメリットも多々感じており、統合は必要だと思いま
す。
⑦子どもたちに全国的に見ても豊かな地産品を持つ南知多町の農・漁業（特に農業）について、学ぶ機会を増やして欲しい。事業者に（yaotomi・みなみち
たフルーツ・魚の学校・牛小屋など）授業に来てもらって欲しい。
⑧小学校、中学校不登校のある生徒と家族から話を聞く機会があり、登校できない理由の１つに友達関係で行けなくなり、クラス替えがないからと言ってい
た。実際に自分の子供も山海小が統合されるときには、地元に保育所も小学校もなくなり余計にさびれてしまうと反対したが、今となっては良かったと思う。
実際に自分の子供の1学年下は男子数人しかいなかった。そうならないように、一刻も早く、中学校が統合されることを願うばかり。美浜町のように小中一
貫の校舎、将来的には保育所も同じ敷地になってほしい。
⑨家庭で働いている親がいたら、学習支援などをして欲しい。習い事も限られる。
⑩基本施策1-1に続くもので、学校統合は、地域に住みたい、住み続けたい希望を閉ざすもので、慎重な討議が必要だと思います。
⑪岐阜市に不登校専門公立校が開校し40人の定員に対して120人が説明会に参加して話題だが、親のリモートワークが進む中で子供に合った学校を選
んで移住したいと考える人は多い。南知多の豊かな自然環境で子育てしたい移住者を呼び込むだけでなく、こうした取り組みが「子供たちの多様な成長を
応援できる」豊かな教育環境と町づくりに繋がる。大井小学校を利用して南知多も不登校専門特例校を作れないか。

現状値（Ｒ２） 目標値（Ｒ６）
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